
 
 

７月半ばから厳しい暑さが続いていますが、その暑さに負けることなく子ども達は、元気に１学期

を乗り切ってくれました。この１学期間、子ども達の活躍の場の創出、地域の教育資源の有効活用等

を重点に掲げながら、笑顔とやる気のあふれる学校を目ざして学校運営を進めてきました。保護者の

皆様や地域の皆様にはどのように映っているでしょうか。学校評価アンケートで寄せていただい皆様

のからのご意見も生かしながら、2学期さらに前進できるように頑張って参ります。 
 

地域の皆さんのおかげです 
1学期を通して、たくさんの地域の皆さんにお力添えをいただきました。１学期の後半は、「読み

聞かせ」（ボランティーズの皆さん）、「裁縫の学習」（中能登着物リメイクの会の皆さん）、「手話講座」

（松井さん・こぶしの会の皆さん）、「『ＯＮＩＧＩＲＩ』ダンス講習会」（今町さん）、農家の仕事（長

屋農園の皆さん）、雨の宮古墳見学（能登王墓ボランティアガイドの中島さん）でご協力いただきま

した。そうしたお力添えのおかげで、子ども達に豊かな心が育まれ、深い学びにもつなげることがで

きました。本当にありがとうございました。 

 
【全学年 読み聞かせ】 

 
【5・6年 「ONIGIRI」ダンス】 

 
【3～6年 手話講座】 

 
【3年社会科 （農家の仕事）】 

 
【5年 家庭科（裁縫）】 

 
【6年社会科 （雨の宮古墳）】 

 

自転車安全教室を開催 

 ６月29日（木）、PTA生活部の事業として「自転車安全教室」を開 

催していただきました。対象の3・4年生は、七尾警察署、七尾自動車 

学校の皆さんから、自転車に関わるきまりや安全な乗り方について教え 

ていただき、代表児童がシュミレーターを使った模擬体験もさせてもら 

いました。 

夏休み中、自転車に乗車する機会が多くなると思います。ヘルメットの 

着用をはじめ、今回学んだことをしっかり守って、交通事故の未然防止に 

努めてもらいたいと思います。 
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眉 丈 の 丘  
 「笑顔とやる気にあふれ、みんなが輝く楽しい学校」 

第５号 

長 子 配 布 

「自分の命は自分で守る！」 

今年度「あゆみ」の様式を下記の通り、一部変更しました。ご承知おきください。 

※特別の教科「道徳」は、１年間の学習を通した姿で評価するために、３学期にのみ

記載することにしました。 

※学年によっては、「学校生活の様子」の観点の一部文言を変更しました。ただし、こ

れまでに評価してきた内容を変えるものではありません。 



３年生 器械運動発表会 
 ７月 5日（水）、3年生の器械運動発表会を行いました。5月から練習を始め、6月末に発表会を

開く予定でしたが、「もう少しうまくなりたい！」との子ども達の思いを活かして延期していたもの

です。当日は、2年生とお家の人が見ていることもあって、演技を始める前は緊張した表情を浮かべ

ている子が多かったのですが、いざ演技が始まると、これまで練習してきた成果を出し切ろうと、演

技に打ち込んでいる様子が伝ってきました。3 年生の真剣に、そして全力演技する姿は素敵でした。 

   
 

給食委員会の取組によって… 

「1回につき64.7ｇ」これは、令和4年7月の本校児童一人当たりの給 

食残量です。昨年度は、7月以外の月も他校に比べて残量が多く、本校に 

とって課題の一つになっています。 

こうした状況の中、給食委員会が1週間分の残量調査を実施しました。 

子ども達自身が給食の残量の多さに課題意識を持ったからです。毎給食時 

間に、「残食０を目指して、夏に負けない体を作りましょう！」と呼び掛 

けてもくれました。給食委員会のそうした取組をサポートすべく職員も、 

食の細い子どもに十分配慮しながら、「もう一口食べられるかな。」、 

「苦手な物でも手を付けよう。」などと声をかけてきた結果、取組最終日 

の残量は約17gで、昨年の平均を大きく下回ることにつながりました。 

まさに、自分達が抱えている課題を自分達の手で何とかしようと動き出し

た成果といえます。 

各ご家庭においてもバランスのいい食事がとれるようにご配慮くださ

い。また、夏休み中は、苦手な食材の克服に向けてチャレンジしてもらい

たいと思います、健康で丈夫な体を作り上げていくために。 

【令和４年度 一回の残量（g）/人（給食センターの統計から）】 

月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

＊残量（g） 37.2 45.3 49.2 64.7 59.5 61.4 64.0 65.9 59.8 57.6 44.0 

＊残量：一回の残量（g）/人 
  

充実した夏休みにするために 

明日から 42日間の夏休みに入ります。 

夏休みは、「学校を離れ、家庭や地域で学ぶ期間」です。各自で、夏休みだから 

こそできること（目標）を決め、継続して取り組み、「やり切った！」という達成 

感を味わわせたいものです。「早寝・早起き・朝ごはんを守る」、「家族のためにお手伝いをする」、「嫌

いな食材も少し食べる」、「自主学習を毎日続ける」…。子ども達が迷っているようでしたら、ぜひ相

談にのってあげてください。自らが決めたことに挑戦できるように支えてあげてください。そして、

挑戦する姿が見られた時には、大いに褒めて、認めて、励ましてあげてください。 

夏休み明けに、一回りたくましくなった鹿西っ子に会えることを楽しみにしています。 

   

 
夏休み期間を通して、『健康・安全』を最優先に生活してもらいたいと思います。

「規則正しいリズムで生活する」、「しっかりと食事をとる」、「事故の防止に努め

る」など、学級でも『健康・安全』について指導をしました。保護者の皆様から

も、『健康・安全』を常に意識して過ごせるよう、お子様への声掛けをお願いし

ます。 


